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 ロシア連邦政府は９月30日付で、2020年の連邦予算と2021～2022年の予算計画の草案を承

認し、連邦議会の下院に提出した（ロシアの連邦予算は３ヵ年単位で策定される）。与党が安定多数

を握っている議会の勢力図からして、この予算案がほぼそのまま成立すると考えられる。また、予算

案の策定に当たっては、その前提となる2020～2022年のGDPをはじめとする主要指標の予測値も

示された。予算案とそれに付随する経済見通しは、ロシアにおける今後３年間の政策運営の根幹と

なるものなので、今回の速報では予算および経済見通しを表にまとめて紹介することにする。情報の

出所は以下のとおりである。 

予算案  http://government.ru/activities/selection/301/37980/ 

経済見通し https://www.kommersant.ru/doc/4104291 

 石油価格が一頃よりは持ち直したため、表に見るとおり、現状でロシアの連邦財政は黒字となって

いる。2020～2022年にも黒字は維持されるが、「ナショナルプロジェクト」への支出増もあり、黒字幅

は徐々に縮小していくという見通しである。 

 予算の前提となっている経済指標を見ると、石油・ガスの輸出価格については慎重な予測となっ

ている一方、経済成長率については2021年以降３％を上回るという楽観的な見方が示されている。 
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